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第65回東北・北海道地区大学等高等・共通教育研究会への参加報告

鈴木健史

札幌医科大学医療人育成センター 教養教育研究部門 生物学

8月27日から28日にかけて山形大学小白川キャンパスで開催された第65回東北・北海道地区大学等高等・共通

教育研究会に参加した。今年度の研究会の全体テーマは， r魅力的な学士課程教育の構築に向けてJで，東北・北

海道地区の大学および短期大学の教員142名が参加した。初日の午前中に全体会 Iとして基調講演があり，午後

からは， rアクティブラーニングとFDJ， r教育の質保証とIRJそして「高大連携・初年次教育・キャリア教育J
の3つの分科会に分かれて討論を行った。また，夜は山形国際ホテルに場を移して立食パーティ形式の情報交換

会があった。 2日目は，全体会Eとして事例報告と分科会報告があり，分科会報告の後に，今回の会の総まとめ

として全体討論を行った。

1 全体会 I

全体会 Iでは，当番校である山形大学の教育開発連

携支援センタ一教授小田隆治先生の基調講演があっ

た。「公開・共有・相互研鑓による大学教育改革 改

革もローマも一日にしてならず Jというテーマで，

1999年の FD開始以来16年間にわたる山形大学の教養

教育および大学教育の改善・改革の取り組みについて，

経緯説明と現状報告，問題点，今後の方向性などの発

表があった。

この報告のなかで，教員向けに作製された「あっと

おどろく大学授業 NG集Jというビデオが紹介され

一部上映された1)。これは，大学教員が行ってしまい

がちな悪い授業の例を， ドラマ形式でおもしろく且つ

わかりやすく紹介したもので，教員が自ら「よい授業J
とはどのような授業かを深く考えるきっかけを提供す

る目的で作られた，教員向けビデオ教材である。新任

の大学教員など教育経験の浅い教員向けに作製したと

のことであるが，ベテラン教員を含めすべての大学教

員が見るべき内容であると思った。というのは， これ

を見ることで教員が自身の授業を反省するきっかけが

でき，授業改善に確実に効果があると思われたからで

ある。また，授業改善に向けた他大学の取り組みとし

て，名古屋大学高等教育研究センターのホームペー

ジ「名古屋大学版ティーチングティップスjのティッ

プス先生の例を紹介していたが，帰札後にそのホーム

ページを閲覧したところ，極めてよくできた大学教員

向けの教育プログラムで大変勉強になった。授業の進

め方などでいろいろ悩むことがあると思うが，そのよ

うな場合に使えるアイデアがたくさん紹介されている
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ので，参考にしてみるとよいと思う 2)。

全体会 Iではさらに，泊まり込みで行う rFD合宿

セミナー」についての報告があった。これは，京都大

学と北海道大学および山形大学の FD担当教員が行っ

ていた rFD合宿セミナーJや「公開授業と検討会J
をアレンジしたものである。この FD活動によって，

教員各個人が独自に行っている授業の工夫点が教員組

織全体に広く知らしめられ，授業改善に対しての教員

全体の意識が変わってきたそうである。

以上のように，授業改善に向けてのさまざまな取り

組みを，山形大学をはじめいろいろな大学が行ってい

ることを知ることができ，大変有意義であった。その

一方で， FDは， しっかりした理念と熱意を持つ担当

教員がリーダーシッフを発揮して取り組まなければ，

小手先だけのアリバイ作りに堕してしまうとのこと

で，そうなってしまうと FDとしての効果がないだけ

でなく，授業改善に向けて教員の協力もより得がたく

なってしまうとのことであった。またこれには，教員

以外の大学職員の協力も重要であるとのことで， SD 
研修会の重要性についても論考していた。

2 分科会

「アクティブラーニングと FDJ， r教育の質保証と

IRJそして「高大連携・初年次教育・キャリア教育J
の3つの分科会があり，表 lに示す話題が提供され，

それぞれの話題ごとに討論した。分科会は 3つの会場

で別々に開催され，私は初年次教育に興味があったの

で第 3分科会に参加した。この分科会は話題が多かっ

たため，そのうち 3つは "-'10)が第2分科会の会場

で提供されることになり， これらは聞くことができな








